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【要旨}

留学生のための日本美術案内
一芸術作品から読み解く日本文化-

井面 舞

百本文化について知ろうとするとき、臼本の美術作品は必ず学ぶべき必須課題といっても過言ではないだろ

う。なぜなら美術作品は言語と毘様に、しかし昔話とは違う方法で情報を伝達するメディアのー稜だからであ

る。ある作品が「何をJ íどのようにj 表現しているのかを注視し、そこから作品が指し示すメッセージを読み

とることができれば、日本文化のさらに多様な有様を知ることができる。

しかしながら日本美術を学ぶには、読み書きの難しい屈有名調や専門用語が数多くあり、日本史の基礎的な

知識が求められるため、留学生にとっては非常に掴難に感じられることが予想できる。そこで筆者の担当する

íB本美術研究」では、日本美術史の知識を持たず、これまであまり作品を見ることもなかった日本美術初心者

を対象として、上記の器難に対するストレスをできるだけ少なくし、作品の観賞と解釈を楽しむ方法を紹介す

るべく試行錯誤している。なぜなら日本美術の堂界の入り口に立つ留学生たちに、まずは作品の魅力、商自さ

を知って欲しいと願うからである。

授業内容については、現状ではパワーポイントによる作品画像の詳細な観察、観賞を行いながら日本美術の

通史を紹介するという形をとっている。また授業内容を詳しく載せたハンドアウトを配布し、作品鑑賞の手助

けとし、一学期中に三度に渡って近畿酪内の社寺を訪れる学外研修も行っている。

本稿は、以上に述べたような当該授業の内容について報告し、反省点および今後の課題について整理するも

のである。

1.はじめに

多様な日本の文化の中でも、影刻、絵画、工芸品など今日芸術作品として扱われる分野のも

のは視覚に強く訴えかけるメディアであり、そこには言語で語られなかった、あるいは語るこ

とのできなかった日本人の忠想や世界観が表されている。まさに日本の文化の多彩な様相を、

具体的な像として理解するのに格好の対象であろう。そうした日本美術のヴィジュアル・カル

チャーとしての性格に魅力を感じ、関本美術のことをもっと知りたい、日本美術の知識を得た

いと思う人は少なくないだろう。実際に当センターで筆者が担当する「日本文化研究科呂 臼

本美術研究j を受講する留学生に授業内容に対して望むことを尋ねると、多くの学生が自本美

術の知識や観賞の仕方を知りたいと答える。

しかしながら、美術作品を知り、観賞し、理解することは日本人にとってすら容易なことで

はなし、。いったい日本美術について何を知ればいいのか、作品のどこをどんなふうに見ればい

いのかと悩み、自ずと美術鑑賞を敬遠する人も少なくないで、あろう。まして留学生の中には、

日本美術をほとんど見たことがないという者もいる。もちろんある程度の日本美術の知識を持っ

た学生もいるが、「日本美術研究J では日本美術を全く知らない留学生を対象とし、彼らが作品

を理解し楽しむための最初の手掛かりを得ることを百的として授業を行っている。

本稿では実際の授業をどのような形式で行っているか、そして異体的な作品について何を解

説し、どのようにして学生の理解を促しているかを紹介することとする。
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II. 授業の形式

授業は通常の時間割の中で行う通常授業と、月に一回、休日を利用して実施している学外研

修授業の 2 形態で構成されている。学外研修授業は参加必須で、欠賭した場合は成績評価の擦

に減点する。

(1)通常授業の概要

当該授業では日本美術の流れを概観できるように、作品の各論ではなく自本美術史の通史を

紹介している。全体の流れとしては、基本的に秋学期の 1 セメスター(15回)で飛鳥時代から

平安時代までの美術作品を時代の流れに沿って紹介し、春学期では鎌倉時代から江田時代まで

を取り上げている O 春学期の内容は秋学期のものの続きとなるが、秋学期に受講していない留

学生に配慮して基礎的な用語・時代背景の解説を行っている。

また、一回の授業の進め方としては、毎回内容に即したノ\ンドアウトを配布し、パワーポイ

ントで作品を一つずつ確認しながら解説を行うという形をとっている。(鴎 1 ・ 2 (次ページ))

ハンドアウトには授業内容をかなり詳細に載せており、ルピも多舟している。さらに専門用語

はできるだけ平易な別の日本語に置き換え、やむを得ないものについてはほとんどに用語説明

機を設けている。これらの配慮は固有名調に読み書きの困難なものが多いことと、口頭ではわ

かりにくい専門用語などが頻繁に出てくるためである。また、授業中はパワーポイントによる

作品の画像に集中してもらうため、板書やメモを取る作業を減らす目的もある。さらに、ハン

ドアウトにパワーポイントで使用した爾像と同じものを載せ、授業後に作品を忘れてしまうこ

とのないよう記患している。
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図1.通常授業で配痛しているハンドアウト
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鴎 2. 通常授業で使用しているパワーポイント

作品画像を見る時は、その作品の形状、色、線の特徴を細かく指摘し、同様のやり方で同時

代の複数の作品を解説する。このことによって、学生にある時代の美術作品に共通して現れる

様式について具体的に実感してもらえることを狙っている。特に時代的特徴が顕著に表れてい

る作品については、その印象や色、形などについて学生に意見を求めている。学生からは作品

に対して抱いた率甚な感想(優しそう、穂やか、強そう、怖い、等)が障かれ、中にはこちら

から問うていなくとも自主的に発言する学生もいる。これは作品鑑賞の第一段階として重要な

プロセスであり、さらに抽象的な作品への印象を日本語にして伝えようとする姿勢、授業への

積極性などの点においても高く評価できることである。

また、巻子や掛軸、扉嵐、襖絵といった作品の形式も、そこに描かれる絵画の鑑賞に大きな

影響を及ぼす。そこで、それぞれの絵画形式と絵の影響関係を理解してもらうため、絵巻と掛

軸についてはレプリカを実際に授業中に学生が扱う機会を設けている。(次ページ臨 3) 隣風、

襖絵に関しては実物大のレプリカを授業で扱うことはできないため、パワーポイントでの立体

画像で実際に設えられた時の様子を確認している。(次ページ図 4)

作品の解説に際しては、先行研究の解釈を紹介したりしつつ進めているが、理解するのに多

くの専門的知識を要するものなどは選ばず、作品の様式や形状分析など見た呂の特徴から実感

できる例を紹介している O

また、日本美術史を理解するうえで基本的な日本史の知識が必要とされるが、日本史を全く

学んだことのない学生も少なくないのが現状である。そこで各時代ごとに作品紹介に入る龍に、

作品に影響を及ぼすことの多い政治権力の在り処と仏教思想、に焦点をあててごく簡単な説明を

行っている。授業全体のバランスを考えると歴史背景にあまり時間を割けないので、やむを得

ず補足的な説明に留まっている0(5 ページ図 5 ) 
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図 3. 授業で使用したレプリカの絵巻

緊光院方丈(じゆこういんほうじよう)輩中(しっちゅう)

図 4. 摸絵の立体図(パワーポイント)
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図 5. ハンドアウトの歴史背景説明部分一例

( 2 )学外研修授業の概要

学外研{彦授業では、近畿圏内の社寺あるいは美術館・博物舘を訪れて留学生に彫刻・美術工

芸・建築などの日本の美術作品を実際に鑑賞する機会を提供する。 l セメスターのうち 3 回実

施し、基本的には授業の進行状況に却して行き先を決定している。

この授業の目的は、写真やデジタル画像による複製では再現できない実際の作品の大きさ・

質感・色彩などを実感することで、日本美術を視る力を養うことである。また日本の彫刻・絵

画の多くはそれらの置かれる建築空間内での配置のされ方も鑑賞の重要なポイントであり、特

に社寺での現地見学は作品理解の大きな手助けとなる。そのため、学外研修授業では美術館・

博物館よりは神社仏閣で行うことのほうが多い。実際、通常授業中では学生の反応の薄かった

作品でも、見学地で実物を前にすると作品についての質問や意見が活発に出ることが多く、実

地見学が学生の関心・意欲を大いに喚起していることがうかがえる。さらに、最終的な成績評
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価のためのレポートに授業の感想、を書き添えてもらうようにいるのだが、そこからは学外研修

についての記述が多くみられる。特に平等院鳳鼠堂は常に最も人気が高く、極楽浄土を再現し

た演出的な庭園と建築が印象深かったという意見がよく見られる。なかには「初めて10円玉の

表のデザインが何なのか意識した」という意見や、「宇治の由の景急が美しかったJ (鳳風堂の

壁画にも宇治の景色が描かれている)といった感想、もあり、実際に現地を訪れることによって

学生たちが通常授業だけでは得られなかった興味をそれぞれの観点で抱いていることがわかる。

以下に2011年度秋学期の実施スケジュールと授業進行を紹介しておく。

学外研修授業 通常授業

第一回実施日: 2011年11月 27 日 11丹
見学地:奈良東大寺・興福寺 飛鳥時代~白鳳時代の英術

第二回実施日: 2011年12丹 188 12月
見学地:奈良法隆寺 天平時代~平安時代前期の美術

第二回実施日: 2012年1月 21 日 l 月
見学地:京都平等院 平安時代中期~王子安時代後期の美術

11丹、 1 月に行った学外研修では実施時期に行った授業で取り扱った作品に合わせて見学地

を設定した。 12月の学外研修では当初、平安時代前期の内容に合わせて京都・東寺の見学を計

画していたが、学生からの希望があったため既に 11月に授業で紹介済みだった法隆寺に行くこ

とにした。基本的に、見学地は実施時期の授業内容に合わせて決定するようにしているが、学

生から要望があれば彼らの興味。関心を優先してそれに応えることにしている。

また、通常授業内で説明が不足している見学地については、現地で補足資料を配布すること

もある。(次ページ図的

( 3 )成績評価

成績は、出滞60% (学外研修参加も含む〉、レポート提出40%の割合で評価している。出蕗点

については授業参加の意欲、態度も加味して最終的な評舗を決定する。また授業内での課題提

出はなく、試験も行わない代わりに、学期末にレポート提出を課している。これは、作品に関

する'情報や専門用語を問うよりも、作品に対する記述や感想から学生の作品理解の度合いを確

認したいためである。テーマについては、学生からなるべく多様な観点・解釈を引き:出すため、

具体的な内容の指定はせず f授業で扱った作品について自由に記述せよ」としている。

lli. 授業内容の具体例

本章では f日本美術研究J の通常授業において、実際にどのような方法で作品を鑑賞し解釈

しているのかについて具体的な例を挙げながら述べる。作品の解釈はさまざまな観点から行う

ことができるが、ここでは12世紀末の絵画作品から当時の人々の関心の在り処を読み解いた事

例を紹介する O

なお、以下に述べる授業内答の概略は、今回の報告のために講義用原稿を再編集したもので
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図 6. 2011年度12丹学外研修で配布した資料

あり、実際の授業においてはより平易な言葉で解説している。

(1)絵画から読みとる現実世界への関心 1 -庶民生活へのまなざし一

芸術作品は単に英しいもの、自に快いというだけのものではな L、。そこには常に作品に関わっ

た人々の思想、関心が表されている。作品に関わった人というのは、作品の住文主であり、作

品を作った制作者であり、作品を鑑賞した受饗者などである。なかで‘も古代から近世までの日

本の美術の伝統の中では、圧倒的に注文主が作品に与える影響力は大きい。彼らは言わばプロ

デューサーや制作監督として作品のコーディネイトを行っていたのである O 当然、作品には監

督である注文主の考えや好みが強く反映されることになる。

伊jえば12世紀を代表する絵巻「伴大納言絵詩J (国宝、出光美術舘)、「信貴山縁起絵巻J (国

宝、戟護孫子寺蔵〉はその長い例である。両者とも力強く勢いのある線や、連続性と変化のあ

る商面構成を特徴とする。特に横長の画面を最大限に生かした物語展開は、長い絵巻の歴史の

中でも出色のものである。授業ではそのことを学生に実感してもらうため、「信貴w縁起」では

一巻の全図、「伴大納言絵詞j では全三巻の全留を物語内容に合わせてディスプレイ上でスクロー

ルさせながら解説するという形式をとっている。(次ページ露 7 • 8) 

しかしこれらの作品についてさらに住告すべきは、多くの庶民の姿が克明に描かれている点

である。これは作品解釈に関わる重要なポイントである。絵は当時の庶民の家の様子や、どん

な着物を着ていたかがはっきりとわかるほど丁寧に描きだしているのであり、その熱心な捨写

には庶民の生活、実態、に対する強い註文主の関心がみてとれる。
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図 7. I信貴山縁起絵巻」第一巻全図のうち部分

わが子を蹴飛ばされた会人i率、不満が織発し、!it\;庭向で鼠撃した事療を
哀の町の真ん中で人々に暴露してしまう

つ怒り、放火の真犯人が伴大繰曾であることをばらしてし怒ったのである

密 8. I伴大納言絵詔J パワーポイント

この当時、絵巻の注文主はもっぱら天皇や貴族などであり、彼らは自分たちの知らない一般

の庶民たちの姿に強い興味をもっていたのである。仏画に見られるような優美で華麗な貴族趣

味がある一方で、庶民生活といった優雅ならざるものへの関心が同時に存荘しているわけであ

る。そして、その汚れた庶民の姿は、仏画に描かれる神聖な仏や極楽浄土といった理想的世界

のものではない、いわば卑俗な現実世界のそのものである。 12世紀の貴族たちの意識に、決し

て清浄とは言えない現実世界に向けられた関心があったことがうかがえる。

( 2 )絵画から読みとる現実世界への関心E ー離いもの、恐ろしいものへのまなざし一

「地獄草紙J (12世紀後半、国宝、奈長国立博物館〉は、亡者が生前に犯した罪の種類別にい

くつかの地獄の様子を描いたものである。(次ページ鴎 9) どの地獄も暗い灰色の背景が商閣の

おぞましさを演出し、責苦を受ける亡者の苦しむ様を描くが、いっぽうで不気味な獄卒や虫の

表構にはブラック・ユーモアともいうべき皮肉なおかしみがあり、見る人に残献な印象をあまり

与えない。

さらには、餓鬼道に堕ち、首や手足が紐のように細くお腹が勝れ上がった姿の餓鬼として罪

に苦しむ呼ばれる鬼を描いた「餓鬼草紙」もある。(次ページ関10) 餓鬼のように、やせ細って
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奈良国立博物館「地獄箪紙J (ならこくりつはくぶつかん「じごくぞうしJ)

国最所(かんりょうしよ) 民護所(しふんしょ)

図 9. I地獄草紙J パワーポイント

3草E草5題立博物量産 r重量鬼若宮絡J (とうきょうこくりつは〈ぶつかん『がきぞうしJ)

伺鐙餓鬼(しベんがき)・・・短所(ベんじよ)にあらわれた餓鬼

図10. 東博本 f餓鬼草紙」パワーポイント

お腹ばかりが突き出た人間の姿は、当時飢鐘の時にはよく見られたものだと思われる。この作

品では餓鬼道に堕ちた人の姿をそういった人々の姿に重ね合わせて、実際には自に見えない餓

鬼の姿や生態、を描きだしているのである。

特に東京国立持物本 (12世紀後半、国宝、東京国立博物館)には便所、出産の場面、墓地な

どに現れた餓鬼の姿が描かれている。これらの場面の描写には、餓鬼の不気味さやグロテスク

な様子もさることながら、人々の生活の裏の側面、すなわち出産や排便、棺桶の中といった普
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段目にすることのない場面の不潔で醜い様子が、意図的に赤課々に描かれている。

また、関様の関心が現れた例として「痛草紙J (12世紀後半、国宝、京都国立博物館・他蔵)

も、その代表としてあげられる。(図11) これは現実世界の様々な病気の症例を集めて絵にした、

病気の百科事典ともいうべき内替のものである。描かれている病気はさまざまで、眼の病気の

男の話(白内需)、震乱(吐くこと)の女、体の麓える風病の男(脳性麻趨?)、二形、歯がゆ

らぐ男、背骨の曲がった男、顔にあざのある女、肥満の女、幻覚など多くの病気が描かれている。

京都国立博物館「病慈紙J (きょうとこくりつはくぶつかん「やまいそ.うしJ)

口実の突い女 娘の病気の男

(こうしゅうのくさいおんな) (めのひ令ょうきのおとこ)

図 1 1. I病草紙J パワーポイント

この「病草紙j の特徴のーっとして、病人のそばでその人を指さし笑っている人が描かれて

いるという点があげられる。つまり病人を日朝り笑いものにしているのである。なぜこのような

人が描かれるのか、はっきりとした理由はわかっていないが、しかしこの作品にみられる露骨

であけっぴろげな描写には、病気の症例に対する好奇心というものが強く感じられる。

以上に挙げた「地獄草紙J、「餓鬼草紙J、 f病草紙j には、地獄や餓鬼といった死後の苦しみ

と、病に侵される現世の苦しみが描かれていた。どちらも当時の貴族が身近に感じていた恐怖

であり、それ故これらの絵画にはあえて恐怖の様態を見る者に見せつけ、こうならないように

功徳を積むよう警告する宗教的メッセージが込められているとする解釈もある。

しかしながら、恐ろしい地獄の鬼をどこかユーモラスに描く、病にかかった人を絵の中で欄

るといった姿勢からは、醜いもの、残酷なものをどこか突き放したような客観的な立場から見

るという、この絵を当時見ていた人々のまなざしが感じられる。それは、通常嫌われるもの、

遠ざけられるようなものを恐れる一方で、それに相皮して競いもの対する好奇心に満ちたまな

ざしである。そして、ここに見える好奇心は言い換えれば、現実の世界の競い部分への関心だ

と言える。つまりそれこそが、現実世界の汚い部分をあえて見たいという欲求なのであるO こ

れらの作品には、貴族たちの意識が卑俗な庶民生活からさらに一歩踏み込んで、現実のことさ

らに離い側面に向けられていることが見て寂れる。
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以上のように筆者担当の授業では、美術作品の制作背景や色・形といった視覚的情報の解説

だけでなく、作品から当時の人々の思想や興味のあり方を読み解く方法についても紹介するこ

とにしている。美術史入門としては少し難しい内容になることもあるが、大学生を対象とした

授業であること、そして日本の文化のー商を紹介する授業であることを考慮して作品解釈に重

きを震いている。学生から関かれる授業全体についての感想、からも、「源氏物語絵巻」などの物

語絵画の内容解釈や上記の作品の解釈が人気であることがうかがえた。

百.結び

今回の報告では、筆者が日本語日本文化教育センターにおいて担当している「日本美術研究」

の授業内容を紹介した。授業の中ではなるべく平易な語葉を使うようにしているが、作品の特

徴を解説するときなどはどうしても留学生が耳'慣れないであろう形容認や熟語を使わざる得な

い時がある。そんな時は、その語句を板番し、各自で調べてもらうことで授業を進めているが、

こちらの伝えんとする作品の抽象的な雰囲気が正しく理解されているかどうかには不安が残る。

わからないことがあれば、解説している最中でも遠慮、なく質問するよう指示しているが、実際

にはなかなか質問のタイミングが計りがたいものであると想像できる。

また授業中、受講生のほとんどはパワーポイント画像に集中し、時には作品の印象を述べる

など作品観賞に強い興味を示していることが感じられる。しかし、常に教員と学生の関でのコ

ミュニケーションに終始してしまうことと、発言する学生が固定されてきてしまうことに問題

を感じるのも事実である。できれば、学生同士の意見交換が行えればよりよいのだが、特に発

言のない学生に関しては語学力や作品を見る力の問題もあるかもしれないが、何か的外れで間

違った意見を言ってしまうことへの恐れが大きな妨げとなっているように思われる。

これらの問題はともにクラス内でのコミュニケーションに関わるものであると言える。毎年、

受講生の数がさほど多いわけではないので、授業中に遠慮、なく自由に発言できる雰盟気を作る

ことができれば、より実りある授業となるだろう。とは言え、そのような状態、を実現するのは

容易なことではな L、。受講生の日本語能力に障しながら個々人の発言する機会を増やしていく

ことが求められるだろう。今後は学生関でのコミュニケーションを促すことも視野に入れつつ、

授業内容の改善を図りたいと思う。
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